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タイトル 大自然満喫 郡上市縦断 SDGｓ Tour

課題
2040年には郡上市の生産年齢人口が高齢者人口よりも少なくなるという統計データから、こ
のままでは郡上市が持続できない市となる可能性がある。

提案内容

 昨年度の先輩から引き継いだ「郡上市ネイチャーランド」具現のために、郡上市の魅力を知ってもらうために教育旅行「大自然満喫 郡上市縦
断 SDGｓ Tour」2泊3日の旅を提案する。
 この教育旅行の「ウリ」は、郡上の大自然をたっぷり満喫しながらSDGsの17の目標について考えることができることである。
【１日目】
郡上市の北部で自然体験を通してSDGs14の目標「海の豊かさを守ろう」を考える旅「Beginning of ocean」 
 スタートは「あゆパーク」で長良川システムを学び、色々な体験を通して、清流長良川の魅力を実感してもらう。
 その後、北上して「阿弥陀ケ滝」「清流長良川源流」「分水嶺公園」を訪れ、大日ケ岳の山々からしみ出した水が沢となり長良川へそして太平
洋に流れていく166kmの旅のスタートを見て、触れて学んでもらう。
 最後は、ひるがの大自然の中で、ジップラインで自然の風を満喫してもらう。
【2日目】
八幡の街並みを散策しながらSDGｓの目標１１「住み続けられるまちづくりを」を考える旅「生活の中に生きる水文化」
 最初に、郡上八幡城から八幡の街並みを眺め、清流長良川に流れ込む吉田川が街の中心を流れていることに気付き、その水風景のよさを実感し
てもらう。
 また、これまでの大火によって水路が整備されてきた歴史について学び、防火用水や生活用水としての欠かせないものとなっていることを学
ぶ。
 その後下駄づくりを体験し、自分が作った下駄をはいて郡上踊りに挑戦をしてもらい、下駄の音が街に鳴り響き、心が癒される郡上八幡のよさ
を実感してもらう。
【３日目】
郡上市の一番南に位置する美並町の粥川の森や清流長良川でSDGｓの目標１５「陸の豊かさを守ろう」を考える旅「Future of forest」
 最初に粥川の森に入ってもらい、200年前から植林を行ってきたことを知り、これから100年先、200年先を見据えて植林体験をしてもらう。
 その後、森林の中をE－バイクで駆け抜け、ブッシュクラフトなどの体験を通して、これから森とどのように利活用していくとよいのかを考えて
もらう。
 次に、清流長良川に移動し、ラフティング、sup体験、シャワークライミングで川遊びをたっぷり満喫してもらい、清流長良川との共存について
考えてもらう。
 アウトドア企業の方から「１００年後も遊べる川にしたい」という思いを聞き、一緒に清流長良川のゴミ拾いをしてこの旅が終わる。

見込める
効果

小中学生を対象にした郡上市の魅力を知ってもらうための教育旅行をプランニングすること
で、多くの若者を郡上市に呼び込み観光客の増加が期待できる。

自分で
行う活動

①コンポストを使った土づくりの事前実験
②観光連盟への働きかけ
③ツアーのPR

協力者が
行う活動

①PVの作成
②宿泊施設の確保
③応援

2022年度 郡上の未来をつくるアイデアコンテスト 応募提案
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